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河川並びに間宮海峡南東部沿岸に 

おけるケタ及びカラフトマス 
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訳 大 屋 善 延 

ケタや カラフトマスの 生存率を高める 目的 タ 及びカラフトマスの 餌料 に関する知識なし 

で，サハリン ( 樺太 ) のふ化場の大方で ，人 には，ふ化場から 稚魚を放流する 最良の時期 

工餅糊による 稚魚の餌付が 行なわれている "  を決定することは 出来ない。 

餌付は稚魚が 浮上 僻沐 し始めた瞬間，即ち 稚 

魚の混合栄養期への 移行とともに 開始され 材料及び方法 

る 。 若ド のふ化場では 飼育期間が 4 カ月にも 観察は主に l959 年から l962 年に至る間の ， 

わたるが，この 飼育期間が終ってから ，稚魚、 5 月から 8 月にかけての 時期に，樺太南西 沿 

は 養魚池から河川に 放流される。 岸 の 諸河 Ⅲ及びそれに 隣接する海域で 行なわ 

ふ化場でいつまで 餌付飼育をするか ，その れた。 東海岸では タコェ 河及びレス ナ 河で材 

期間を決定することは ，節料準備の 点でも， 料の蒐集が行なわれた。 

また餌付そのものの 過程でも，仕事に 莫大な l960 年に底 棲 生物の蒐集が ， カリニン； 

労力と多額の 費用を必要とすることから ，大 河， ザヴェ チンカ 河， フ オレリ 河 ， タコ ェ河 

きな意義を有するものであ る，ふ化場からど 及びプアッチンカ 河で行なわれた。 底 懐生物 

の時期に稚魚を 放流すべきか ， 又 どの時期に の試料は，蓋のしまる 面積 63.gcm, 高さ 5.7 

稚魚が河川内や 海で，最上の 環境条件にめぐ ㎝のシャベルで 採集された。 全部で 23 の 底棲 

9 合 う かを，正しく 判断することが 極めて重 生物の試料が 採集され，処理された。 

要 であ る。 稚魚が早く放流された 場合には， フランクトンの 試半キま l960 年， ア ・ ノト / ヴ 

悪い節料環境に 逢着し，疑いもなくその 生存 オ ， ジルヤ スカ，カリニ ーノ ， ザヴェチ ， ウ 

@ こ 影響が及ぶだろうし ，一刀放流が 遅れれ り チア， ヤス / モルスク， p ヴヱッカ 及びゴ 

ば， 徒 らに大量の餌 料 とふ化場の労力を 消費 ルノ ザヴオ ドス ク にあ るステーシ， ンと 共に 

するであ ろう。 ゴルノ ザヴオ ドスクーアントノ ヴオ 沿岸地域 

河川や海洋における 餌料 資源の動態や ，ケ にあ る潟で採集した ， プランクトンは 口径 
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l7.5Cm のツェッペリン 型プランクトンネット サケ， マスの稚魚の 主要 餌料は， ュ スリ 力科 

で 採集した。 各試料中のプランクトン 量は ， の 幼虫及び蛸からなると 述べている。 更に 令 

ことごとく ブオ ゴロフの研究室で 算定した。 期の進んだ ケタ は 殆 んど雑食 @ 珪 となり，主ヒ 

全部で 29 のプランクトンの 試料が採集 き九 処 して Copep ㎡ a, Amphipo №， Euphausiaceu@ 

理 された。 を 消費する。 

                                                          物及びプランクト イ ・ ア ・ビスクノフ U959¥   ぱ ， カムチヤ   
                                                                        なわれた。 l959   l962 まで母川の河口近くに 留まっていると 記述し   
                                                                                                    52 は 海 樺太海域のケタ 及びカラフトマスの 幼魚の 

で採集された。 各試料のうちの l0 個体の魚の 生物学に関する 最初の報告は ，ぺ ・ ア ・ ド ビ ー 

胃が解剖に付された。 香魚の消化管内の 内容 ニンの論文Ⅱ 949, 1952,1 @ こ - 見られる。 内枠 

      ト一ションバランスで 秤量 し ，双眼顕微 大南部沿岸部では ，カラフトマス 客年魚が 呑 

鏡 或は普通顕微鏡で 観察した， から 夏 ，更には秋の 全期間にわたり 流水の @l. 

関係文献の概要 
に見られると 述べている。 特により大型のカ 

ラフトマス 零 年魚の，おびただしい 群が 10 月 

沿 洋海域における 鮭鱒 稚魚の，生物学に 関 の終りからⅡ月の 始めにかけて 見られると 赴 

する最初の報告は ，バランコ ヮ 1.1934) の論 べている。 

                        されている。 彼 なはカムチャッ ； 

のアヴア チンスク 入 ・江では， カラフトマスが 河川内における 底棲 生物の特徴 

体長 32   36 ㎜で， 6 月中に降 海 したことを記 調査河川の底懐生物の 組成中には次のバル 

載 している。 一プの 生物が見られる。 即ち ュス リカ科の幼 

( バランコ ヮ @c よれば ) l9l0 年の チ ェム ベ 虫や蛸 ， 婬噺 目の幼虫， 債翅口 ， 毛 翅目， そ 

レン の研究では，プラス ヵ 沿岸で捕獲された の 他 双翅類や貧宅日の 幼虫が見られる                 

各種 鮭 鱒の幼魚は，体長 A ㎝から l2 ㎝で， 毘 衷 ㍉ 底 懐生物 中 ， ュ スリ 力 科の幼虫及び 蛸が 

虫や他の魚の 稚魚及び海産の 浮 源 生物を捕食 主成分をなしている。 殆 んど全試料とも． ュ 

していることが 示されている。 スリヵ 科の幼虫が ，   屯 量的にも個体数の   庶 て   

カム チ ャ ッカ 海域の鮭 鱒 の 餌 料を研究した も優勢であ る， 

ア ・ イ ・シンコ ヮ Ⅱ 95l) は，淡水中における 

第 ] 表樺 大の河川に於ける 主要 底 懐生物の季節的動態並びに 分布 mg/mz           
虫 

岱毛 Ⅱ 全土物量     
( カリソ カ 阿り 

l /m         5200@ 1420@ 3500@ 227@ 670   
l97rm           上 4360  1897  2200  1520  568 一 i0545 

l ノ rV           ヒ 9859@ 2843@ 800@ 1200@ 948 一 t5650 

l / V  「 ふ化場のすぐ 卜 2710@ 1500@ 970@ 660@ 830@ 738@ 20908 

l ノ W  f 町口より l00m 39       一 1540 1587 

l2/IV  中 流 2627  470  470  520  548 一 4635 

l37W か Jn より l00m 39       一 l9700 l9739   流 2750@ 325@ 1200@ 940@ 820 一 6o35 

23 



  

 
 

 
 蛎

 

生
俘
 

 
 

｜
 

 
 

同
時
 
杯
、
 

 
 
 
 
 
 

l
 
所
 
場
 
ぢ
 
，
 
 
 
、
 

    3136  627  2950                     8813 
げ口 l. ザベチレメ カ " Ⅰ 

297 Ⅳ     378     750  1398 

59/ Ⅳ                   2315 2325                               

l5/ Ⅴ           一 54o0 

2/VI ク                 870         一 58l0           一 392         
( タ コ エ 。 ， ， J) 

2l/ Ⅲ ソ コ ー ル 2738                               522  8430 

217 Ⅲ ペ レズニ ャキ 12911   
7/1v, ソ コ ー @ 2370         1320           一 7590 

77 ハ， ベ レズニ ャギ 4142                           
          ペレスニヤ 千 1578@ 862                         
  ソ コ ー @       

( フ オレ り 一カ ll1l     1325                           2395 

@8 Ⅰ「 v     179 一 350               955 

「 ヴ   アッチンカ， @@ll     157 1040             
ュス リカ科の幼虫の 大 届 発生の時期は 3 パ では 氏 佳生物の組成は 主として， ュス リカ 千 : ト 

-4 月に当                                                                 の幼虫又は蛸， 蛭媚目 ，及び 債翅 日の幼虫か 

星     @ ま 5 ヒ /m'  からⅡⅣ m, に辻 する 5 月には                     そのほか，双翅類や 毛 翅日の 

羽化飛翔によって ，その数は減少する ュァ 、 リ 幼虫は数的には 少 いけれど， 竜 母の点では 企 

カの質的な組成は 全く多種多様であ る ュス 小物豊中可成りの 部分を占め ， 時には 屯旨の 

                                                                                                                              白 で主体をなしていることを 述べておかれ ば 底棲 生物中に見られる ュフ 、 リニン カ 丁 4 月 l ロ グ 

リカは次の 4 つの亜種，即ち Tenn め口 inae.  チンカ 河 ， 6 月 9 日 @- 

O)rtl]ocladliinae.Corynoneurinae,Pelopiin ㏄． 河口近くでは ュスり力 科の幼虫 や， 特に 繍 

であ る・ 数 的に最も多い (.)rthoclacliinae を 代 翅 日及び 毛翅 日の幼虫は，河川の 民質の変化， 

表するものには ，次の Lricotopus. Orthoc ぬ ・ 即ち中流域の 特徴とも云 う べき石の多い 礫頁 

dius, Eukie 任 ・ eriella,Piploncla,nius 準があ る -  の同氏 が ， 粘 十一砂質の河 氏 に変わるにつれ 

食 河 J:@ 通ビ ， 氏 懐生物の全土物置の 最高は て稀薄になる - 河口近くでは 主たる 瓜棲 生物 

3 月から 4 月の始めに見られ ，Ⅱ 5K/rm ㍉，何 の成分として ，貸手目の生物が 見られる・河     
ヴ ，・ ヤ ・レ フニドフ、 ・ l959'1 の資料 @ よ 月 位に比して， 底懐 生物が数的に 多い 

          山 を背黒としたア ムールの支流では ，             稚魚の餌 料 のうち，運び 集められた 氏 懐生 

                                                                                                                                                  物は 大きな役割を 演じている，カリニンカ 河 

量は 29.4f/rm, であ った - 我々が調査した 河 の中流では， 3 月から 4 月の間に河川を 横断 

Ⅲ内の氏 棲 生物の生物量は ， 石片これを下廻 して張られたネット l 平方 米 当り， 日中 で l 

っていた 底 快生物の質的な 組成は， 河 Ⅲの 時間当り平均 l4.59 の ュス リカ 科 ， 蛭 折目， 

                                                                                                                                        及び 債翅 目の幼虫が運ばれて 来る ， 
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沿岸部におけるプランクトンの 特徴 
，ン とも loome/rm3 以下であ った， 4 月 け 

日 採集のカリニ ーノの 試料中には。 Sag ㎞ a 

樺太南西沿岸の 動物・性プランクトンとして eleaans  が多く見られた C 全生物量のけ % 相 

は l Harpacticoida, Amphipoda, Polychaeta  当 ),5 月初め頃 の， p ベッコからアントノ ボ 

( 第 2 表 ) が代表的であ る " 唾 く稀にほ Isopoda,  に至る沿岸部では ，プランクトンの 生物量は 

Cumacea,Mysidacea,Nematoda,Decapoda, 約 140mg/m" ( カリニ ーノ では @78mg/m3) て   

Calanoida  が代表的なプランクト ソ として 現 あ った， 

われる， 5 月の中頃 に動物性プランクト ソ の発生は 

プランクト ソ の生物量の大都 方は ，亜目を 最高に達する。 5 月 20 日，アントノボーロ ベ 

代表する Harpacticoida が占め，出現頻度及 ッコ水域の平均生物量は 4l5mg ノ Im3 であ っ 

び 重量の点で 90% 以上にも及んでいる ， た ， 5 月中頃 に於けるプラソクトンの 急激な 

ブラ ノ クトンの生物量は 3 月から増加し ， 増加は， Harpacticoida の大量繁殖によるも 

5 月の中旬に最高島に 達する， 3 月の月は ブ ので，これは 全生物量の 90% から 98% にも 及 

ランクトンの 生物量は少 い ，即ちカリニ ー /  んだ， 6 月の前半には 若干 Harpacticoid@a は 

では 3l.6mg/m,, アントツボで は lome/rm, 以 減少するが然し ， Amph@p ㎡ れや Mysidacea 

下であ った " このことは，潟では 3 月の中頃 と云った形態のものが 著しく発生しこの 時 

にやつと氷から 解放され，プランクトンの 繁 期の全生物量の l8% から 42% にも及ぶことが 

殖が遅延したことによるものと 解される。 3  記載されている。 

月の終りに幾分プラソクトンの 量に増加が見 Ha,pacticoida よりも大きな 生物を消費す 

られ， Nematoda の多かった ( 全生物量のⅣ ることが出来る 大きさに達した。 6 月頃 のサ 

0/¥ アントノ ボ の海域では特に 増加が見られ ケ，マス稚魚の 餌 料 中では， Amphip ㏄ a や 

た - 4 月中のプランクトンの 生物量は，同月 Mysidacea 等のプラソクトンが 大きな意義を 

末にプランクトン 生物量が 殆んど 200mg/m3  もっている， 

に 吐したカリニ ーノを 除き，全採集ステーシ 

第 2 表 主要プランクトンの 動態 mg/m3 
      

    
                                                                                                                                                                                                            i3/ Ⅳ       237 Ⅳ   7/V   20/V   37 Ⅵ   9/ Ⅵ 
カリニ・ p / l タ @ 

Harpactico@a 27.0@ 47.4@ 144.6@ 194.0@ 173. 1@ 240.0@ 250.0   

Amp ㎡ poda 2.3  1.2  1.9  13.6  4.4  23.0  3.6   

Po げ chaeta 2. 0         一 0.7 2.0 1.4   

そ の 他 0.3 0.5 34.7 0.3 0. 1 l.0 l.0   
一一一   

計 31.6  50. 1  181.2  207.9  178.3  266.0  256.0     
ザペチ イり チア l ネ @ 

Harpactlco 田 a       63.8  130.2  770.0  220.0   
-Amphlpoda     一 2.5 3. l 37.0 4.6   
Po@chaeta       一 1.2 4.0 l.2   
そ の 他     一 6. 5 0 ． 5 l.4 0 ・ 2     

目       一 72.8 l35.0 8l2.4 226.0     
ジ リヤンスカヤ @ ま @} 

Harpactlcolda     一 90.4 l35. 5 250.0     
Amphipoda     一 2.8 5.9 15.0     

      "" ユ "       



  
"-""--"""" 採集 海 域及び種類Ⅰ 。 "   l971m   29/ Ⅲ @l3/ Ⅳ   2371lv    7/V   207 「 V   37 Ⅵ   9/ ㌧Ⅱ 

Polychae 宙     一 1. 4 5.0 3. o     

そ の 他     一 3.3                 

計     一 97.9 147.4 268.0     

ロべ ツ叫烏 
Harpactic ㎡ da 

Amphipoda 

そ の 他 

      一 133.6 357. 0   
        5.8   
      一 0.3 1.5   

        一 135.9  364.3 一 230. 2 

ヤス / モルスク 潟 

  Harpact@colda     一 は 3 ぷ           一 i74. 3 
Amph@poda       一 I. 5 25.0   
Po@chae ぬ         一 1. 5 
そ の 他         一 5. 1 

  計   一 一 l37.1 506.4 一 220.2 

アソト / ボ @ 島 

Harpacticoida 8.4 66.4         71.0  138.0  250.0  221.0  150,0 

Amphipoda       一 2.7         2l. 3 75.0 

Polychae ぬ l.2 2.8 0.8                   1.5 2.3 

Mysidacea           一 2l.0         

そ の 他 0. 1 14.7       0.3 1.6 3.0 4.2 3.7 

  9.7@ 83.7@ 77.9@ 72.4@ 144.2@ 273.2@ 269.0@ 272.0 

河川内におけるケタ 及び 
数は第 3 表に引用されている ) 。 

                                                  って定まる @ 「 ll 

カラフトマス 稚魚の食性 
川内では稚魚は ，浅瀬のすぐ 後方にあ る四所 

ケタ及びカラフトマスの 稚魚は，養魚池か に身を寄せて 居り ， 流れによって 浅瀬から運 

ら放流された 直後，天然節料の 摂餌に 移行す ばれて来る総ての 生物が，これ ろ 稚魚の餌上 

る 。 即ち ， ふ化場から河川に 放流されたばか なる。 運は れてくる 底 懐生物は ュヌ 、 リカ 河， 

  の 稚魚の冑内には ， 人 T 飼料の 残津と 共に 債 翅目 ，及び 蛭 蜂目の幼虫であ る， ュスリカ 

河川内の生物が 見られる。 の 蠕は，それが 中層に舞い上った 瞬間に稚魚 

ケタ及びカラフトマスの 餌には。 特に質的 によって捕食される " こメ 1@ ついては，                 

な 差異は見られず ，両者の餌料は 全く同じ生 の胃内から出た 大多数の ュスリ ；の蜻が十分 

物からなりたっている ( 河川内におけるケタ 成長していると 云 う 事実がそれを 物語って ぃ 

及びカラフトマス 稚魚の ， 餌を特徴ずける 括 る。 

第 3 表 カリニンカ河のケタ 及びカラフトマス 稚魚の餌 料 組成         
ケタ 3 月 

ユスリカ の幼虫 100. 0 7l.0 24.5 
      

ユ スリ 力 の 蛸 l00.0 27.0         流 
ト ビ ゲ ラ l0.0 2.0 l. 2     
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4 @ 

ユスリカ の幼虫   98. 0 10 ・ 9 376 

ニ ス リカ の 蛆 30 ・ 0 2. 0 2.2   

4 月の終り 一 5 月の始め 
ュスリカ の幼虫 70.0 

ュスりカ の 蠕 せ 0 ・ 0 
カゲロウの幼虫 40. 0 
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カラフトマス 3 月 

ユスリカ の幼虫 

ニ ス り力 の女帝 

トビゲラの幼虫 

  90.5 38.0 - ら 放流 直 

100.0 7.5 3.0 256                   
8.0 2.0 l.0   
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5 月 

ユスりカ の幼虫 72.0   14.0 

カリニンカ， ザベ チンカのように ，浅くて 

流れの速い河川では ，流れが緩やかで 水深の 

深い河川よりも ，稚魚の摂餌の 度合が高い。 

流れの緩やかな 河川でほ ， 運ばれて来る 底棲 

生物の量が非常に 少 く， 且つまた，深い 河底 

に 棲息する生物は ，稚魚にとって 近づ き 難い 

ものであ る。 

全調査河川を 通じ， ケタ及びカラフトマス 

稚魚の主要な 爵料対象 物は，ュス リカ科の幼 

生 であ った。 その中でも OrthocladHnae 

(Cri   otopus ， Orthocl   dius,@ Euki   ffeFCl   ， 

Diplooladius) が代表的で，しかもこれらは 

底棲 生物の中で量的にも 勝っていた ( 附録 l 

参照 ) 。 河川内でのサケ ，マス稚魚の 摂 餌 の 度 

合 には可成り変動があ る。 カリニ ソカ 河の稚 

  
  

20 ， 0   -  流 
80.8 4.0 l20 % 

92.0 3. 5 
8.0 0 ・ 3 

  
魚 では， 3 月から 4 月にかけて，最も 摂餌の 

度合が高かった ，即ち ケタ では 3700Boo, カ 

ラフトマスでは 2560lao0 であ った。 

このよ 5 に高い稚魚の 摂餌の度合は ，河川 

内に稚魚が少 く ，しかも河川内に 存在する爵 

料資源が，少数の 稚魚を十分保証し 得たこと 

によるものと 解される，タコイ 同友 ぴフ オレ 

り 河では・ 4 月から 5 月にかけての 間， 摂 餌 

の度合は非常に 低く， l000/000 以下であ った。 

そして 5 月の後半に， フ ナ ソリ河の下流でだ 

け ， 300(1/o00 の 摂餌 度合を示していた。 レス 

ノイ河では 6 月 中 ，ケタ及びカラフトマス 稚 

魚の摂 餌 度合はまた，約 l00 ザ 000 程度であ っ 

た   

4 月の終りから 5 月にかけ，カリニンカ 河 

27 



  
                                                                                                    @. ゑ局、 しているこ                                         ラフト 

た。 マスの 椎 佃も又， 7 円の始めまで 岸 近くに身 l 5 @ を ォ i. して居る   
に 民法小物の小物 " が減少していることを ポ が，然し散漫で 捕獲しずらい、 

すものであ り， 第 : には 大 壷の稚魚が ， Ⅱ時 海では ケタ の稚魚は，水油。 :8--ll 。 C の冊分 

にふ化場 か レフ阿川内に 放流されたことによる ，帯で捕獲された。 

ものと解さ 柏る 又 5 月の神の組成は ，水中 稚魚は   ピ 記の水域に降るとじきに ， 海 芹生・ 

に落   ド する陸棲兄山の 数が 蛸力 n することで変 物の摂 餌に 移行する @ 第 4 表及び第 5 表に ， 

化した・稚魚の 棋 榊はドと L, て 口中行なわれ 海における稚魚の 帥 料 関係の役料を 示してあ   
ど傾はⅡ ら月 ．なかった ( ュス リカ科の幼虫 ) と 並んで海洋型のものが 

児わ曲 る。 稚魚の降 海 直後，河口峡 に 於ける 
海におけるケタ 及びカラフト 

摂 何の皮合は，ケタで 25 ト 3000'non, カラフ 

マス稚魚の食性 トマスで 200   2500/000 であ る。 河川内におけ         ピ と く肚 しれない丁を 述べておかなけれ ば な らな り 活 当ゆ パこ お けるケク 及び カラ 

                                                                                                                                                マスの 師 料は正に次のグルー - ゾに 属する 

    こ 二で 7 月 の終りから 8 円の始めにかけ                                                                       

て生活している 8 月の後、 [., には 椎 年は岸か 2. Am)l)lip Ⅸ№・ 

ら深みに 川 げて上り，小型トリールで 容坊 に 3. MqvsidlaIr ビ a. 

第 4 表                                                                                               ピ土 ， ， おす nno ; テ数         
Harpacticoida   98. 5   
AmohI)o(l@@ 20 ・ 0       
そ ㊥ f 也 Copep()(la@   0 ・ 2   

  
H れ rp れ Ccfnco Ⅲ れ lon-0     
ⅠⅠ mpl]ip(x@ ioo.0 6.0 5. 1 337 

ls り tp()(la lj.1 幻 @ 虫 30-0 0 ・ 5     3n.0 コ O -   
  

H れ rpactic(@[l@@ I00.0     314 

．Ⅰ mphi り lnx 接 @ 30.0     

ヨ g 



                
      9g.8 154. 3 

，キ @nPhllPod れ         
MIySl[lacea ., っ 幼虫         
Ha 「 PaCtlColda 100. 0 99. 5 224. 0 

AmPhlPoda 50.0 0- 5   285 

  
Harpactcoida   91.8   
Amphlp Ⅸ la 75.0 4. 6 13.5 

Mlysldac ピ a   2.2 A- 4 420 

Cumacea       
Ⅰ sopod れ       

  
ⅠⅠ ysidacea 90. 0 67.6 23.0 

AAmphpoda 60. 0 4.7 1.6 

Lu@nacea   0 ・ 3   
P 刮 y,chaeta   4.4 1.5 328 

Harpact@o@a     5.4 

田 ． の 稚 魚．   2. 0 0.7 

そ， ， 0@ 也の Copepoda   4. 1 i.4 

C れぬ no@a 30 ・ 0 0 ・ 9 0 ・ 3 
6 月 28 日 ニエウオ ドスコ 工 

その他の Copepo こ ;,a   75.0 374.0 

Harpactico 田 a 30 ， 0   0 ・ 6 

MIysi[lacea 50 ・ 0 14.2   
A 山 p ㎡ poda 75.0 0 ・ 僅 1.8 608 

lsopoda 5.0     
(,ulnareea 5.0     
Decapoda 50 ・ 0 j0 ・ 2 51. 0 

Hem@tera 5. 0       35.0 0 ． 1 0 ・ 7 
7 月 4 ロ ゴルノ ザボ ドス ク 

Amphipoda 30 ． 0 3. 9 4. 1 

Harpac Ⅰ     coida   8. 5 9.o 

Mysidacea       234 

Decapoda  ゾ ) 幼虫、 60 ・ 0 17. 0 18. 1 

Copepoda   57. 3 61. 1 

C ㎡ ronomidae 0 幼虫       
1,opoda   l. 7 l.8 

Calanus@ pacificus   0 ， 9   
Cumacea   i. 5   
飛 翔 昆 虫 40 ・ 0 0 ・ 2   

7 月 4  日 ジルマ ンスカヤ 

Amp ㎡ poda 85. 0 l1.6 5. 8 

DecaP ㎡ a  の幼虫、 5.0 0 ・ 4   



          "" 一 " 一 一   "" 一一一 
卸 料 成 分   

  老     
  

Mysidacea 35.0 3.0 1,5 

Harpacticoida 50 ， 0 4.2 2, l 276 

Cm@ 「 Onomlflae の 踊 30 ． 0 40 ・ 0 20 ． 0 
Cm@rnnnm 田 ae  の幼虫 5.0 2.6 1.3 

飛 翔 昆 虫 65.0 20 ・ 2 10 ． i 
HemlPte 「 a 10 ． 0 12.2 6. 1 

その他の Copepo れ aa 30 ・ 0 5.2 2.6 

lsopoda l5.0 0 ・ 6 0 ・ 3 ウ 7 月 2 日 アイ / ェ 沿岸から沖合 0 ． 5 一 l マイル 
Amphipocia 55 l9.2 lt.3 

Cumacea 10 0 ・ 5 0 ・ 3 
Isopoda 45 4.2 2. 5 
Decapo №の幼虫 455.0 9.5 5.6 

Calanus@ pacificus 10 ・ 0 25.6 lS.0 

Harpacticoida 45.0 l.7 @.0 

Po@VyChaela 10 ・ 0 0 ・ 2 0 ・ 1 565 

カ ニ の幼目 15.0 4.3 2.5 

飛 翔 昆 虫 85.0 31.0 Ⅰ 8. l 
    45.0 0 ・ 3 0 ． 2 
イカナゴの 稚色 40 ・ 0 0 ・ 8 0 ・ 5 
Ⅳ IysldaCe こ l8.0 l.7 Ⅰ・ 0 

7 月 2 ロ / ボ / ビルスク沖合 0 ． 5 マイル 
Amphlp ㏄ la l00.0 l2.7 4.0 

Harpacticoida 50 ・ 0 47.4 i5. l 

Calanus@ pacificu& 50 ・ 0 l.6 0 ． 5 
Isopoda 100.0 4.8 1.5 

NI Ⅰ s@dacea 50 ・ 0 6.3 2.0 292 

Decap Ⅸ la. の幼虫、 50 ・ 0 6.3 2.0 

飛 翔 昆 虫 100.0 20.0 6. 5 

lsopoda  の幼虫 50 ・ 0 l.6 0 ． 5 
8 月 l 日 カメ ソ スコエ 

Cope 凹 na l00.0 98.8 304.3 

Mysldacea 30 ． 0 0 ・ 1 0 。 3 
Amphlp ㎝ a 30 ・ 0 0 ・ 1 0 ・ 3 l95 

Olcopleura 20 ・ 0 0 ・ 5 l.7 

Chronominae  幼虫 20 ・ 0 0 ・ 5 1  7 
7 月 7A 日一 8 月 9 日 海豹 自 ，水域 

カ ニ の幼生 25.0 4.8 Ⅰ・ 0 
Amphl 『 c 、 dda 100.0 58.4 12.2 141 

ギ ペ リ ノ ト 25.0 4.8 l.0 

Isopoda 50.0 5.7 l.2 

Mysldacea l00.0 26.8 5.5 

7 月 l5 日 一 8 月 l 日 エトロフ高水域 

Cope い対 a ヱ 00.0 26.4 29.2 310 

キ ベ リ ノ   100.0 59.7 77.2 

飛 翔 昆 虫 20 ， 0 3.9 4.3 



第 5 表     
無 料 成 分             Ⅰ㎝ 0 

カリニ ー / 汚 れ月 

Harp8cCtlcolda   79.5 39.0 
Amphipoda 60 ・ 0 19.5 0 ・ 4 350 
Ch 肛 onomlnae  の幼虫 40 ． 0 0 ・ 5 0 ・ 4 
Iso 卍 da  の幼虫、 20 ． 0 0 ・ 5 0 ． 2 

6 月 

Harpactico@a l00.0 37.6 13l.0 
Mysidacea 35.0 0 ・ 9 1. l 256 

その他の Copepoda 25.0 1. 5 2.0 
ソ リヤンスカヤ 潟 5 月 

Harpatticoida   Ⅰ 00 lll 207 
ロ ベソコエ円 5 月 

Harpacticoida l00.0 100.0 83.0 200 
ゴルノ ザホ トスク同 6 月 

Harpact た oMa 100.0 100.0 130.0 139 
アソト / ボ潟 5 月 

Ha 印 act[co 田 a 100.0 100.0 れ 27 300 

6 fl 
Harpacticoida 100-0 97.0 384.0 
Amphipoda 100.0 1. 3 5.0 
Cumacea 30 ・ 0 0 ・ 3 0 ・ 5 
Mysidacea 80 ・ 0 0 ・ 5 6.0 

c 。 P 。 P 田 " 60 ・ 0 0 ・ 9 3.2 

7 月 

Mysidacea 9@.0 14.2 8.5 
Amphlp Ⅸ 4" 60 ・ 0 3.0 1.7 

Cumacea 20 ・ 0 0 ・ 2 0 ・ 1 
その他の Cope ぴ田 a 90 ． 0 35.0 21.0 

Polychaeta 60 ・ 0 7.0 4.9 

Ostracoda 40 ・ 0 2.4 Ⅰ・ 1 
Calanoida 20 ・ 0 0 ・ 2 0 ・ 1 
Harpacticoida 50 ・ 0 38.0 23.0 

ニエウオ ドスク 6 月 

c 。 p 。 がⅥ " 50 ・ 0 9.2 220.0 

Mysidacea 50 ・ 0 O.4 Ⅰ・ 0 
Amphipoda 50 ・ 0 5.0 14.0 468 

飛 翔 昆 虫 50.0 2.0 6.0 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

稚魚の餌 料 中に見られる 形態の評 細 につい 成長に伴って ，稚魚の餌 料 組成も変化して 来 

ては，附録の 2 に一覧表として 掲げてあ る。 た。 この期間中は 各水域とも，ケタの 餌は独 

海では Hlarpacticoida が飼料の主体をなし 特のものであ った。 ザ ヴェト イリ チや ジルヤ 

3 月から 5 月にかけては ，稚魚の胃肉餅 料 生 ソスク の入江では，河川から 運び込まれて 来 

物 全量の l00% にも及ぶ。 た 生物一 ュス リカ科の幼虫や 蝸が，節料の う 

6 月の終りから 7 月の始めにかけ ，稚魚の ちで大きな役割を 演じると同時に ，また一方 
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飛翔昆虫も大きな 役割を演じていた "  この水 

域での純粋な 海洋型の生物としては ， Amphi, 

p 田 a, C0pepoda,  Mysidacea  等であ った， 

ニヱヴオ ドス クや ゴルノ ザヴオ トス ク では， 

ケタは専ら海洋性の 生物， 即ち Copepoda 

(Tortanus), Mysidacea 及び Decapoda の幼 

虫 (l 冑 当り Decapoda の幼虫 l00 ， Tortanus 

460)  を捕食していた。 8 月 l 日， カメンス 

ク入江では，主要な 餌は Ca@anus  Pac Ⅰ cus 

及び PawcalanusParvatus  ( 魚 、 l 尾当りⅡ及 

び 230 個体 )  からなっていた。 

ク ロジャイン水域の 沿岸から， 0 ． 5- l マイ 

ルの距離にあ る暗礁にかくれて 生活している 

稚魚では， 餌料中 Amphipoda, Mysidacea, 

Isop ㎡ a, Calanus pac 壬 cus 等，大型の生物 

が大きな意義を 有していた。 

これらの魚の 餌の特徴は，他の 魚種の稚魚 

( イカナゴ ) を消費していると 云 う ことで， 

これらは量目りに 他の総ての生物よりもはるか 

に多い (200m 窯にも及ぶ ) 。 

アントノフの 入江で， 7 月 6 日に捕獲され 

た ケタ の骨内にも， 又 魚の稚魚が見られた " 

沖合で採集された ケタ の節料中に飛翔昆虫が 

多数見られたことは 特徴的であ る。 岸から l 

マイルの沖合にあ る ゥロジア インで採集され 

た試料中には ， l つの胃に 36 にも及ぶ飛翔昆 

虫 ( 主として Diptera) の 入 ったものがあ っ 

た。 このことは魚が 捕獲されたころ ，強い 浜 

風 が吹 き ，海上遠くまで 飛翔昆虫が運ばれ ， 

これらの稚魚によって 食べられたものと 解さ 

れる。 このことは， ケタの稚魚が 暗礁脈の蔭 

では水の表層部に 身を持していることを 物語 

るものであ る。 チュレニ島 ( 海豹島 ) 水域の 

ぺ ルテ ニヤ湾で採集された 稚魚の餌 料 中には 

比較的大きな 生物，即ち Amphip ㏄ a, Mysi- 

dacea 及び ギペ リッド等が有 勢 であ った。 

ヱト p フ高水域 ( 太平洋側及びオホーツク 

海側 ) の ケタ の主な餌は， ギべ リッ ド や 

Copep ㎡ a, 即ち Eucalanus bungii, Pseudo, 

ca@anus elongatus, Ca@anus p@umchrus から 

なっていた。 

ニトロフ島のオホーツク 海側から捕獲され 

た稚魚では，多くの 飛翔昆虫が見られた。 

沿岸水域同様，沖合でも 摂 餌の度合は高く 

又 アントノ ズ 海域では 2500/000, ニヱヴオ ド 

ス ク では 7020/oo0 と変動があ った。 カメ ノス 

クや チュレニ島 ( 海豹島 ), ニトロフ高等の 海 

域で捕獲された ， よ り大型の稚魚では ， 摂 餌 

の度合は 200 一 2500 ， non であ った，このことは 

この時期に稚魚が 可成りの大きさに 達してい 

ること ( 体長 70-95 伽 ，体重 5-7 9j で 説 

萌 され，上記のように 魚の平均体重の 増 り n に 

伴って，一般に 擬餌の度合は 低下する。 

4 月から 6 日にかけての ，カラフトマス 稚 

魚の基礎爵料 は Harpact た 0@da であ った， 7 

月には節料スペクトルの 幅は著しく広がり ， 

節料 中 ， Copepoda, Amphipo Ⅰ a 及 び Ⅳ @ysi, 

dacea が主要な役割を 演じていた。 海洋生活 

期 当初の，カラフトマスの 摂 餌の度合に高く 

4500 Ⅰ 000 にも及ぶ。 沿岸各部における 餌料の 

組成は ， 全く同じ時期でも 夫々 昇 っている， 

即ちアントノフ 海域では， 6 月の終り 頃 稚魚、 

の 胃 内に Harpacttcoida が優勢であ るのに， 

ニェヴオ ドス ク ではこれと全く 同じ時期に， 

カラフトマスは 主として Calanoida を捕食し 

ていた， l0 月にべレプラチ ャ C 十和田 : の近 

くで捕獲されたカラフトマスの 寄蔵 魚は，   由     

ら大きな Amphipoda を捕食していた ， 

結   

河川内におけるサケ ，マス稚魚の 摂餌の度 

合は，餌の量と ，手頃 な 餌料 生物の存在とに 

よる。 我々の資料によれば ，衷懐生物は 3 月 

-4 月に最も豊富に 繁殖する， 5 月にに d 部 

ュス リカ類の羽化飛翔によって ， 底棲 生物の 

生物量は減少する。 稚魚の数が著しく 多い場 

合，河川内では 餌が大量に食い 尽されて， 摂 

餌の度合は低下する ，このことは ，大量の稚 

魚が河川内に 同時放流された 場合に見られ 

る，従って我々は ，現在荷なわれているふ 化 

場での全稚魚の 同時放流は正しくないと 考え 
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ている， 4 月の終り頃 から稚魚は出来るだ け 流下した稚魚の 餌料を十分保証するに 足るま 

自由にまかせ ，養魚池から 流下させ，残った でになる。 ふ化場の稚魚の 主群は， 5 月の始 

ものを引続き 飼育するようにすべきであ る。 め頃 に流下するが ，この時期には 海には豊富 

ふ化場から稚魚が 逐次流下した 場合，稚魚は に爵料資源が 繁殖しており ，これによって 稚 

より十分に河川内の 御料資源を利用するもの 魚の成長が強く 保証される。 稚魚をふ化場に 

と 思われる。 水溜りに閉じ 込められて，稚魚 5 月の中頃 か， 或はそれ以上 引 留めておくこ 

が雛 死するのをさげるため ，一時的に増水す とは，稚魚に 何等益するところが 無いばか ， 

るような時は 放流を。 l, 止 - オ べきであ る． りかふ化場での 非生産的な出費の 増加をまね 

海では稚魚は 浮混生物で育つ ，そしてその くものであ る。 

浮 荻生物の昆は ， す刊こ 4 月には，同時期に 

附録 ]  底 懐生物の試料及び 稚魚の餌村中に 見られる ユス リカ科の幼虫     
    類   底棲 生物中   観 村 中 

亜科 Tendipedinae 

1   「 r れ ny Ⅰ れで ㍉ U じ Sp       

2. h.Ilc て 0p お eclr れ Sp       

3.@ Polypedium@ sp ．       

4.@ Limnochi   onomus@ gr ． nervosus     

亜科 Orthoclacninae 

5.@ Orthocladius@ gr ． semi   i   ens     

6, 0 て thocladius gr. ba Ⅰ hophnus     

7. Orthocladlus e 「． sax@col れ     

8.@ Cricotopus@ gr ． algarum     

g. Chcotopus 宕 r. b Ⅱ ormis     

10.@ Cricotopus@ gr.@ versidentatus     
11.@ CTcotopus@ Slvestris     

12.@ Diplocl   dius@ cupTger     

13.@ Eukifferiella@ longicalcar     

14.@ Met Ⅰ     ocnemus@ gr ， hygropetTcus     

15.@ Psectrocladius@ psilopterus     

16.@ Limnophyes@ sp ．     

亜科 Diamesinae 

l7. DiaInesa prolonaata     

亜科 Corynoneurinat; 

l8. Curynoneura sp.     

亜科 PelnoopUnae 

19. Ablabesmia gr ． lentiginosa     
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附録 2  プランクトン 試料及び稚魚爵料中に 見られる海洋性生物 
  

種     試料十フラ ソ クトン   節料十 

I.  Calanoida 干   
l.  Methhdia     
2. Euurytemora  pac Ⅰ ca 十   
3.  Calanus plumch 血 s 干   
4.@ Pseudocalanus@ elongatus     
5.@ Acartia@ clausi     

II ． Cyclopoida 

6.@ Oithona@ similis     
III ， Harpacticoida 

7.  Micr ㏄ ete Ⅱ a  rosea     
IV ， Cirripedea 

8. B 由 anus 皿 nrv, め     
V. Ostac ㏄ a     
VI. Mysieacea     
VII. Cumacea     
VlI1. I 田 poda (Idothea)     
IX. Amphipoda     
X ． Decapoda (larva)     
XI ， Euphasiacea@ (N)     
XII ． Polychaeta     
XlII. Chaetogna ぬ (A ㎝ rtia chl@si)     
XIV ・ Nematoda     
XV ． Hemiptera     
XVI. 角 ．の稚魚       
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